


















教育学習科学専攻  心理学分野  
 
D165022  






第 1 章  本研究の背景と目的  
 第 1 節  情動伝染  
 第 2 節  意図表情と体験表情  
 第 3 節  本研究の目的  
 
第 2 章  体験表情刺激の作成  
 第 1 節  情動体験と表情要素の関連  (実験 1)  
 第 2 節  体験表情と意図表情の比較  (実験 2)   
 第 3 節  体験表情と意図表情に対する観察者の判断  (実験 3)  
 
第 3 章  体験表情を用いた情動伝染モデルの妥当性の検討  (実
験 4)  
 
第 4 章  総合考察  
 第 1 節  本研究の成果と意義  







第 1 章  本研究の背景と目的  




(Na kah as h i  &  Oht su k i ,  20 15 )。他者の情動体験から生じた表情を観察す
ることで，その他者と同じ情動体験が観察者自身にも自動的に生起す
る現象のことを情動伝染  ( e mot i ona l  c on t a g io n)  という。二者間の情動
体験と表情が一致するプロセスには二つ考えられる。一つは観察対象
となる表情が，表情以外の情動を喚起する刺激（ e . g . ,  愛玩動物）と同
様に処理され，観察者に情動体験や表情の変化が生起する直接喚起プ
ロセスである。もう一つは表情の観察に特有の情動喚起プロセスを説









F i g u r e  1 .   H a t f i e l d  e t  a l . ,  ( 2 0 1 4 )  を も と に 作 成 し た 情 動 伝 染 モ デ ル 。  
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成された理論モデルであり  ( Ha t f i e ld  e t  a l . ,  19 9 3)，社会認知領域にお
ける諸理論の前提として引用されている  ( e . g . ,  身体認知：Ni ede n th a l ,  














第 2 節  意図表情と体験表情  
 情動に関する表情には意図表情と体験表情の 2 種類がある  ( E kma n  
& Ros en be rg ,  20 05)。意図表情は意図的な操作によって生じる表情であ
る一方で，体験表情は特定の情動体験  (幸福 ,  嫌悪など )  によって生
じる表情であると定義される。このように二つの表情は意図と体験の
いずれから生じたかによって区別されるが，先行研究では形態的な違
いも報告されている  ( e . g . ,  Ma t s u mot o  & Wi l l i n gh a m,  2 00 9 ;  Va le n t e  e t  











や抑制などの意図的な操作というバイアスをかけてしまう  ( Hess  & 




うえで重要であることを指摘している  (Kr u mh ube r  e t  a l . ,  20 09 )。しか
し，笑顔以外の体験表情の動的情報に関しては検討されておらず，笑
顔に関しても情動体験によって生起したものであるかに関しては十












る  (第 2 章 )。そしてもう一つの目的は，第 2 章で明らかとなった体験
表情を用いて情動伝染モデルの妥当性の検討を行うことである  (第 3
章 )。一つ目の目的を達成するために，実験 1 では情動体験と関連する
表情要素を特定し，実験 2 では体験表情が意図表情と比べてどのよう









第 2 章  体験表情刺激の作成  
第 1 節  情動体験と表情要素の関連  (実験 1)  




件では，幸福 ,  嫌悪 ,  悲しみ ,  驚きの 4 種類の情動体験  (Sa t o  e t  a l . ,  









 方法  参加者  映像視聴条件の参加者は大学生および大学院生 31
名  (女性 18 名，年齢範囲 18― 24 歳 )  であった。記憶想起条件の参加
者は大学生，大学院生 30 名  (女性 15 名，年齢範囲 1 9― 31 歳 )  であっ
た。  刺激  映像視聴条件では 4 種類の標準化された情動喚起映像  
(Gr oss  & Le ven son ,  199 5)  を用いた。各映像でターゲットとなる情動
のカテゴリーは幸福  (映像名：Tor o lo l o  ca t ) ,  嫌悪  (P i n k  f l a mi n gos ) ,  悲
しみ  (T h e  Cha mp ) ,  驚き  ( Ca pr i c o rn )  の 4 種類であった。一方で記憶
想起条件では，参加者がこれまでの人生において最も悲しかった個人
的な出来事を二つ挙げてもらった。 手続き  映像視聴条件ではラン
ダムな順序で情動喚起映像を参加者に呈示した。各映像終了時に映像
によって喚起された 16 種類の情動体験  (愉快，怒り，覚醒，困惑，軽
蔑，満足，嫌悪，当惑，恐れ，幸福，興味，痛み，安心，悲しみ，驚
き，緊張 )  について 9 件法  ( 0 :  全く感じない― 8 :  これまでの人生で
最も強く感じる )  で評定させた。記憶想起条件ではこれまでの人生に
おいて最も悲しかった出来事を 2 つ，最近 1 週間で生じた何の情動も
引き起こさない出来事を 2 つ，計 4 つの記憶を参加者にランダムな順
序で想起させた。各課題終了時に，映像視聴条件と同様に記憶想起に
よって喚起された 1 6 種類の情動体験について 9 件法で評定させた。
課題中に生じた表情は， P C 内蔵のカメラによって撮影した。  分析  
映像視聴条件では 1 名が解析の拒否，機材のトラブルが 2 名生じたた
め， 2 8 名を分析対象とした。記憶想起条件では 1 名が機材のトラブ
ル，1 名が目的に気づいたことを報告したため，最終的に 28 名を分析
対象とした。本課題に参加していない 8 人の参加者  (女性 4 人，年齢
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範囲 2 1― 23 歳 )  に撮影した表情映像を視聴させ，ターゲットとなる
情動がもっとも強く表出されている表情をピーク表情として選ぶよ
う求めた。表情表出の強度は P C を用いて 0－ 1 0 で連続的に評定して
もらい， 8 人の評定値の合計の最大値が測定された時点をピーク表情
とした。ピーク表情は Fa c i a l  Ac t i on  Co d in g  S ys t e m と呼ばれる表情分
析用ツール  ( E kma n  e t  a l . ,  20 02)  によって符号化した。 1 6 種類の情動
体験によって 12 種類の各表情要素の生起  (なし，あり )  を予測するロ
ジスティック回帰分析を映像視聴条件と記憶想起条件の条件ごとに
行った。映像視聴条件では 4 種類の映像を視聴している際の 28 名分
の表情データを，記憶想起条件では 2 つの悲しい記憶と 2 つの何の情





結果と考察  映像視聴条件の結果を F i gure  2  に示す。内眉上昇が驚
き体験によって予測された  ( Od ds  r a t i o  =  3 .40 ,  p  <  . 0 5 )。上唇上昇は嫌
悪体験によって予測された  ( Od ds  ra t i o  =  2 .6 5 ,  p  <  . 0 1 )。瞼閉じは安
F i g u r e  2 .  映 像 視 聴 条 件 で 明 ら か と な っ た 表 情 表 出 を 予 測 す る 回 帰 式  
(数 字 は O d d s  r a t i o ,  [ ]内 は 9 5 %信 頼 区 間 を 示 す )。 A は 内 眉 上 昇 ,  B は 上 唇 上
昇 ,  C は 瞼 閉 じ と 各 種 の 情 動 体 験 の 関 連 を 示 す 。  
F i g u r e  3 .  記 憶 想 起 条 件 で 明 ら か と な っ た 表 情 表 出 を 予 測 す る 回 帰 式  (数
字 は O d d s  r a t i o ,  [ ]内 は 9 5 %信 頼 区 間 を 示 す )。 A は 口 角 緊 張 ,  B は 唇 緊 張 と 各




心，幸福，軽蔑体験によって予測された  ( Odd s  ra t i o s  =  0 . 08 ,  2 . 65 ,  1 .7 4 ,  
p s  <  .0 5 )。  
記憶想起条件の結果を， Fi gure  3  に示す。口角緊張が悲しみ体験に
よって予測された  ( Od ds  r a t i o  =  2 . 98 ,  p  <  . 0 5 )。唇緊張は怒り，悲しみ，
嫌悪体験によって予測された  ( Od ds  r a t i o s  =  0 . 22 ,  1 . 45 ,  2 . 09 ,  p s  <  . 05 )。
これらの結果から，驚き，嫌悪，幸福，悲しみ体験と関連する表情要
素が示された。  
第 2 節  体験表情と意図表情の比較  (実験 2)  
 目的  体験表情の表出的特徴を明らかにすることを目的とした。そ
のため，実験 1 で撮影した体験表情と，参加者が意図的に作成した意
図表情について，表情要素の表出頻度および表出順序を比較した。  
 方法  参加者  実験 1 の映像視聴条件に参加した同一の参加者 3 0
名  (女性 18 名，年齢範囲 18― 24 歳 )  が参加した。手続き  体験表情
に関しては，実験 1 と同じ手続きであった。意図表情作成課題では，
感情教示法を用いた  (Ta kah ash i  &  Da i bo ,  2 008 )。この手法では参加者
に直接，カメラの前で「幸福」の表情を作成してください，といった
ような教示を行った。意図表情作成はすべて情動喚起課題の後に行わ
れた。参加者は教示された情動語  (幸福 ,  嫌悪 ,  悲しみ ,  驚き )  に関す
る表情作成を 2－ 4 度練習した後に，本試行の撮影を行った。  分析  
情 動 ご と に ピ ー ク 表 情 を 構 成 す る 表 情 要 素 の 表 出 頻 度 を 算 出 し ，
McNe mar  検定によって比較した。また動的情報に関しては，ピークに
至るまでの表情要素の表出順序について拡張版 Fi s he r 検定によって
比較した。  
結果と考察  嫌悪において，体験表情と意図表情のピーク時の表情





く生起した  (χ 2  =  41 . 20 ,  p  <  . 0 1 )。驚きと幸福に関してはピーク時の
表情要素の表出頻度に違いは見られなかった。しかし，その動的順序






悪：上唇上昇 )  を含む体験表情での表出的特徴が，悲しみにおいては
実験 1 の記憶想起条件で体験と関連した表情要素  (悲しみ：口角緊張 )  
を含む体験表情での表出的特徴が観察された。  
実験 1 および実験 2 の結果から，意図表情と異なる体験表情の表出
的特徴が明らかになった。  
第 3 節  体験表情と意図表情に対する観察者の判断  (実験 3)  




 方法  参加者  大学生および大学院生 30 名  (女性 18 名，年齢範囲






情映像であった。各情動 2 本ずつ  ( 4 :  情動  ×  
2 :  体験，意図  ×  2 :  表出者 )，さらに表情に動
きがない中立表情映像も含めた 2 4 本の映像を
対象とした。  手続き  表情映像を呈示した
のち， 2 種類の判断を参加者に行ってもらっ
た。一つは呈示された表情刺激が特定の情動  










の 方 が 意 図 表 情 よ り も 体 験 し て い る と 判 断 さ れ た  (χ 2  =  74 .71 ,  p  




第 3 章  体験表情を用いた情動伝染モデルの妥当性の検討  (実験 4)  
 目的  体験表情を用い，情動伝染モデルの妥当性を検討する。情動
伝染モデルが妥当であれば，体験表情に対する観察者の情動体験と表
情反応の間には相関があると予測される。一方，意図表情では，従来
F i g u r e  4 .  特 定 の 情
動 を 体 験 し て い る か と
い う 判 断 で「 は い 」と 回
答 し た 割 合  (エ ラ ー バ




 方法  参加者  大学生および大学院生 19 名  (女性 12 名，年齢範囲
18― 26 歳 )  が参加した。 刺激  実験 3 と同じ刺激を使用した。 手
続き  表情映像を呈示したのち，驚き，嫌悪，幸福，悲しみのそれぞ
れについて，表情映像の観察によって観察者自身がどの程度感じたか
を 8 件法  ( 0 :  全く感じない― 7 :  とても強く感じる )  で評定させた。
表情映像を呈示している際の表情を P C 内蔵のカメラにより撮影した。
解析を拒否した女性 1 名のデータはその場で速やかに破棄した。 分
析  表情反応に関しては，呈示刺激と一致する表情反応が一つでも表





 結果と考察  本実験の目的と対応する観察者の情動体験と表情反
応の関連についての結果のみ報告する。観察者の情動体験と表情反応
の関連に関して，体験表情については驚きと幸福において有意および
有意傾向の正の相関が認められた  ( r  =  . 4 1 ,  p  <  . 01 ;  r  =  . 30 ,  p  <  . 05：
片側検定 )。嫌悪および悲しみ情動における体験表情では観察者の情
動体験と表情反応の間に有意な相関は認められなかった  ( r s  <  . 06 ,  p s  
>  .6 4 )。意図表情に対してはいずれの情動においても有意な相関は確






介 し て 自 動 的 に 共 有 さ れ る こ と で 適 応 的 な 価 値 が 得 ら れ る  








第 4 章  総合考察  




















情反応間の関連が認められると言える。   
第 2 節  今後の課題  












情動体験が生じるまでの過程  ( F i gure  1 )  について，つまり情動伝染が
どのような処理でどのような因果関係から生起しているのかについ
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